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平成 16 年 11 月 12 日 

各   位 
会 社 名 アジア パシフィック システム総研 株式会社

代 表 者 の

役 職 名 代表取締役会長  木  庭     清

（ 登 録 銘 柄   コ ー ド 番 号  ４ ７ ２ ７ ）

問 い 合 わ せ 先
取 締 役 

GS カンパニー本部長 
 木 庭 稔 雄
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平成 17 年 3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 16 年５月 14 日の決算発表時に公表いたしました平成 17 年３月期（平成 16 年４月

１日～平成 17 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ致

します。 

 

記 

１．当期の業績予想数値（平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日） 

  （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （  Ａ  ） 5,700 145 140

今 回 発 表 予 想 （  Ｂ  ） 5,700 145 571

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － － 431

増  減  率 （ ％ ） 0.0％ 0.0％ 307.9％

（ご参考） 

前期実績（平成 16 年３月期） 
5,033 86 △1,745

 

２.修正の理由 

 当社の貸付先であるアエル株式会社が平成 15 年 9 月 30 日付けで東京地方裁判所へ会社

更生法の適用を申請した結果、同社向け貸付金について取立不能または、取立遅延の恐れ

が生じましたことにより同債権額の１００％に対し貸倒引当金を計上しておりましたが、 

当中間期において同社の更生計画の認可決定が確定したため、当中間決算にあたり同社向

け貸付金の回収可能額を見直したことから、貸倒引当金戻入益 4億 31 百万円を計上したこ

とにより、上記の通り通期の業績予想の修正を致します。 

 

注）上記の業績予想につきましては、現時点で得られた情報に基づき算定しておりますが、

多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、業況の変化等により

業績予想と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


